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６月定例会

補正予算や柏台保育所閉所撤
回と存続に関する陳情を可決

●会期　６月15日～６月23日(９日間)

今回は
報告　　　　　３件
市長提出議案　６件
請願　　　　　２件
陳情　　　　　２件
議員提出議案　１件

６月定例会議案採決（議案第５号）

９
５
２
１
万
円
の

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
２
１
万

２
千
円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
０
億
４

８
９
０
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
主
な

歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業

　
２
０
３
９
万
４
千
円
（
増
額
）

▼
生
活
保
護
扶
助
費

　
１
４
８
１
万
８
千
円
（
増
額
）

民
生
費
の
社
会
福
祉
費
は
、
社

会
福
祉
施
設
整
備
事
業
の
地
域

介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
事
業

費
補
助
金
２
０
３
９
万
４
千
円

で
あ
る
。
こ
の
補
助
金
は
、
介

護
施
設
の
防
災
、
減
災
の
改
修

予
算
と
あ
る
が
、
市
の
負
担
内

容
と
、
こ
の
改
修
事
業
は
、
ど

こ
の
施
設
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
改
修
を
す
る
の
か
伺
う
。

こ
の
補
助
金
は
全
額
が
国
か
ら

の
補
助
と
な
る
た
め
、
市
の
負

担
は
な
い
。
個
別
の
施
設
名
は

回
答
を
控
え
る
が
、
市
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機

ＱＡ
【
議
案
第
５
号
】
令
和
８
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

能
事
業
所
を
含
め
て
、
３
カ
所

を
予
定
し
て
い
る
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と

非
常
用
電
源
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

民
生
費
の
生
活
保
護
費
に
つ

い
て
、
生
活
保
護
扶
助
費
１
４

８
１
万
８
千
円
の
増
額
補
正
は
、

平
成
25
年
の
最
高
裁
判
決
を
踏

ま
え
た
金
額
で
あ
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
歳
入
に
は
１
１
１

１
万
３
千
円
と
あ
る
。
こ
の
差

は
市
の
負
担
と
な
る
の
か
。

令
和
８
年
の
支
給
分
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
は
４
分
の
３
で
、

残
り
の
４
分
の
１
が
市
の
負
担

と
な
る
。

教
育
費
の
中
学
校
費
に
つ
い
て
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
の
西
根

中
学
校
敷
地
測
量
業
務
委
託
料

１
１
４
６
万
２
千
円
の
増
額
補

正
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
に
な
る
の
か
。

今
後
予
定
し
て
い
る
基
本
設
計

業
務
に
お
い
て
、
基
本
計
画
時

か
ら
精
度
の
高
い
検
討
が
で
き

る
よ
う
に
、
地
形
条
件
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
に
実
施
す
る
測

量
業
務
に
な
る
。
座
標
値
の
基

準
点
や
現
地
工
作
物
を
含
む
平

面
測
量
と
い
っ
た
内
容
と
な
る
。

ＱＡＡ Ｑ

風
力
発
電
事
業
の
住

民
説
明
会
適
正
化
を

請
願
趣
旨

　
（
請
願
者
＝
八
幡
平
の
自
然
と
人
を
つ

な
ぐ
会　
山
本
さ
と
み
他
３
名
）
現
在
、

（
仮
称
）
鹿
角
上
沼
風
力
発
電
事
業
（
鹿

角
市
）、（
仮
称
）
鹿
角
東
部
市
民
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
事
業（
鹿
角
市
）を
は
じ
め

と
す
る
大
規
模
風
力
発
電
事
業
が
計
画

中
で
あ
る
。し
か
し
、計
画
地
に
最
も
近

い
田
山
、兄
畑
地
区
に
お
い
て
、事
業
者

が
開
催
し
た
説
明
会
へ
の
参
加
者
は
実

質
ゼ
ロ
で
あ
る
。説
明
会
は
平
日
昼
間
の

み
開
催
で
農
業
従
事
者
・
就
労
者
が
参

加
困
難
な
設
定
で
あ
り
、多
く
の
地
域
住

民
が
計
画
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
ま
ま

進
ん
で
い
る
現
状
は
、環
境
影
響
評
価
法

が
求
め
る
住
民
参
加
の
趣
旨
を
著
し
く

損
な
う
も
の
で
あ
る
。ま
た
、計
画
地
近

接
の
花
輪
鉱
山
か
ら
の
有
害
物
質
も
懸

念
さ
れ
る
。八
幡
平
市
長
は
令
和
７
年
に

「
瀬
ノ
沢
川
な
ど
へ
の
水
質
の
影
響
が
な

い
こ
と
、お
よ
び
事
業
化
後
の
景
観
に
つ

い
て
関
係
す
る
住
民
へ
の
説
明
を
行
う

こ
と
」と
意
見
を
提
出
し
た
。
事
業
の
賛

【
請
願
第
１
号
】
八
幡
平
市
に
お
け
る
大
規
模

風
力
発
電
事
業
に
関
す
る
住
民
説
明
の
適
正
化

を
求
め
る
請
願
書

否
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、計
画
の
内
容
、

リ
ス
ク
な
ど
を
知
り
、意
見
を
述
べ
る
機

会
を
公
平
に
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

▼
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

　

本
請
願
は
、
大
規
模
風
力
発
電
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
住 

民
説
明

会
の
適
正
化
を
求
め
る
こ
と
を
主
旨

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
常
任
委
員
会

と
し
て
、
事
業
進
捗
に
伴
う
不
安
か

ら
、よ
り
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
と
い

う
請
願
者
の
心
情
や
懸
念
に
は
一
定

の
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
。し
か
し

な
が
ら
、「
説
明
会
の
参
加
者
が
６
名

と
い
う
実
績
が
あ
る
こ
と
」「
説
明
会

は
日
曜
日
に
開
催
し
た
と
い
う
実
績

が
あ
る
こ
と
」な
ど
、
請
願
内
容
の
一

部
に
事
実
と
の
相
違
や
記
述
の
不
備

が
見
受
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。ま

た
、
現
段
階
に
お
い
て「
市
内
で
の
事

業
実
施
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」、

「
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
調
査
段
階

で
あ
る
こ
と
」か
ら
、
今
後
、
事
業
が

具
体
化
さ
れ
実
施
さ
れ
る
過
程
に
至

れ
ば
、法
手
続
き
上
の
説
明
会
開
催
が

求
め
ら
れ
る
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
結
果
、本
請
願
を
採
択
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
不
採
択

請
願
趣
旨

　
（
請
願
者
＝(

株)

岩
手
ホ
テ
ル
ア
ン
ド

リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ　
黄
思

麗
他
１
名
）冬
季
観
光
産
業
の
重
要
な
柱

で
あ
る
ス
キ
ー
場
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
た
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の

特
例
措
置
が
、令
和
９
年
３
月
末
で
廃
止

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。こ
の
制
度
は
、道

路
を
走
ら
な
い
機
械
に
使
う
軽
油
を
免

除
す
る
制
度
で
、
船
舶
、
鉄
道
、
農
林
業

な
ど
、幅
広
い
事
業
の
動
力
源
の
用
途
に

認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、こ
の
制

度
が
な
く
な
れ
ば
索
道
事
業
者
は
大
き

な
負
担
増
を
強
い
ら
れ
、経
営
維
持
が
困

難
と
な
り
、地
域
経
済
に
も
計
り
知
れ
な

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。国
へ
意

見
書
提
出
を
請
願
す
る
。

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
免
税
軽
油
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

ス
キ
ー
場
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
や
観
光
業

安
全
保
障
な
ど
条
例

に
よ
る
規
制
整
備
を

陳
情
趣
旨

　
（
陳
情
者
＝
吉
岡
貢
）
安
比
総
合
開
発

（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
当
時
（
昭
和
50
年
代

か
ら
平
成
20
年
代
の
こ
ろ
）
に
取
得
し

た
市
内
の
土
地
の
範
囲
を
公
表
す
る
と

と
も
に
、
外
資
系
法
人
（
親
会
社
を
含

む
）に
よ
る
土
地
利
用
が
地
域
の
安
全
保

障
・
環
境
・
景
観
・
水
資
源
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、条
例
に
よ
る

規
制
整
備
を
求
め
る
。

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
安
比
総
合
開
発
（
株
）
が
取
得
し
た

市
内
の
土
地
の
範
囲
の
公
表
は
、
企
業

の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な

【
請
願
第
２
号
】
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
要
望

に
関
す
る
請
願
書

本
市
基
幹
産
業
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
　

【
陳
情
第
２
号
】岩
手
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

に
関
す
る
陳
情
書

な
ど
の
経
営
に
も
大
き
な
負
担
増
を
強

い
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
経
済
へ
計
り

知
れ
な
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択



一 般
質 問

05 №84 04№84

令和８年第２回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

（八起会）

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員

　
安
代
の
森
林
、
林
業
振
興

　

豊
か
な
自
然
の
環
境
整
備

安代中から見る山々

問
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
森
林
施
業
の
推
進
・
森
林

の
適
正
管
理
と
持
続
可
能
な
森

林
経
営
を
推
進
し
て
い
く
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

市
長　
森
林
整
備
事
業
費
か
さ

上
げ
補
助
、
森
林
経
営
管
理
意

向
調
査
支
援
業
務
委
託
や
大
更

駅
前
顔
づ
く
り
施
設
木
製
遊
具

購
入
お
よ
び
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

業
務
委
託
な
ど
に
適
切
に
活
用

し
、
市
の
林
業
振
興
を
図
っ
た
。

問　
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、

山
々
に
あ
る
多
く
の
支
流
、
本

流
に
流
れ
込
む
川
の
現
状
把
握

と
、
管
理
、
整
備
な
ど
行
わ
れ

て
い
る
か
。

市
長　
す
べ
て
の
把
握
は
困
難

で
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
情
報
や
市

民
か
ら
の
通
報
な
ど
に
基
づ
き

維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　
「
第
81
回
ス
キ
ー
国
体
」が

開
催
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ン
プ
場
な

ど
の
危
険
な
木
々
の
早
期
撤
去
、

確
認
作
業
を
進
め
て
い
る
の
か
。

市
長　
大
会
開
催
に
向
け
準
備

を
進
め
、
安
心
、
安
全
な
大
会

運
営
に
取
り
組
む
。

学
校
で
の
社
会
学
習

問　
労
働
に
伴
う
災
害
、
労
働

保
険
、
年
金
や
税
金
な
ど
、
働

く
上
で
必
要
な
知
識
、
労
働
法

制
を
学
ぶ
教
育
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

教
育
長　
仕
事
に
対
す
る
責
任

感
や
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え

を
深
め
て
い
る
。
学
習
指
導
要

領
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
を
図
る
。

問　
若
い
う
ち
の
政
治
参
加
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
教
育
は
。

教
育
長　
主
権
者
と
し
て
の
資

質
、
能
力
を
育
む
教
育
の
充
実

に
努
め
る
。

質問した事項
勝又　安正 議員 （八起会)……………０5
　・安代の森林振興と林業振興について
　・学校での社会学習への取り組みについて

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)………０6
　・郷土芸能の伝承活動と支援について
　・投票率の向上と主権者教育について

北口　　功 議員 （無会派)……………０6
　・森林保全と森林バンクの活用について
　・市政のＤＸ化に伴う高齢者対策について
　・防災・危機管理について

山口　朋文 議員 （改革推進クラブ)…０7
　・投票率低下と高齢化社会に対応した投票
　　環 境整備について
　・道路区画線の維持管理と交通安全対策に
　　ついて

鈴木　絵美 議員 （八起会)……………０8
　・八幡平市交流複合施設「８テラス」の運
　　営体制および市民に親しまれる施設づく
　　りについて
　・柏台保育所の閉所方針と地域子育て環境
　　の維持について

髙橋　悦郎 議員 (無会派)……………08
　・第３次八幡平市総合計画前期基本計画に
　　ついて

工藤　多弘 議員 (松西会)……………09
　・観光振興について
　・農業振興について

田村　正元 議員 (八起会)……………10
　・子育て支援と学校教育について
　・社会基盤の維持、整備について
　・観光振興対策と今後の振興計画について

※関治人議長は採決に加わりません
※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

【
陳
情
第
５
号
】柏
台
保
育
所
の
閉
所
撤
回
と
存

続
に
関
す
る
陳
情
書

▼
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

    

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
当
該
施
設
は
市
内
で
初
め
て
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
を
受
け
入
れ

た
保
育
所
で
あ
り
、
多
様
な
子
ど
も
を

受
け
入
れ
る
保
育
環
境
の
確
保
と
い
う

点
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

閉
所
に
伴
う
他
施
設
へ
の
転
園
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
送
迎
負
担
や
就
労
へ

の
影
響
、
冬
期
間
に
お
け
る
通
園
環
境
、

さ
ら
に
は
幼
児
期
の
子
ど
も
の
環
境
変

化
に
よ
る
心
理
的
負
担
は
考
慮
す
る
べ

き
課
題
で
あ
る
。保
育
所
の
閉
所
は
、子

ど
も
や
保
護
者
、
地
域
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
重
要
な
行
政
判
断
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
決
定
に
至
る
過
程
に
お
い
て

保
護
者
な
ど
の
意
見
を
十
分
に
聴
取
し
、

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
保
育
環

境
、特
に
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制
、

保
護
者
負
担
、地
域
に
お
け
る
子
育
て
環

境
の
維
持
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
、関

係
者
と
の
協
議
を
十
分
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
採
択

【
発
議
案
第
１
号
】免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

い
か
見
極
め
が
必
要
。
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
も
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、外
資
系
法
人
に
よ
る
土
地

利
用
が
地
域
の
安
全
保
障
な
ど
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
条

例
に
よ
る
規
制
整
備
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
懸
念
は
理
解
で

き
る
も
の
の
、
自
治
体
が
単
独
で
外

国
人
の
土
地
取
得
を
制
限
す
る
こ
と

は
、
憲
法
や
法
律
、
国
際
条
約
に
抵

触
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
自

治
体
独
自
の
条
例
制
定
は
困
難
で
あ

り
、
国
の
動
向
や
現
行
制
度
の
内
容

を
把
握
し
た
う
え
で
、
そ
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

■
本
会
議
決
議
結
果　
不
採
択

柏
台
保
育
所
閉
所
に

つ
い
て
十
分
協
議
を
　

陳
情
趣
旨

　
（
陳
情
者
＝
柏
台
保
育
所
を
み
ん
な
で

守
る
会
代
表　
鈴
木
瑠
美
子
）柏
台
保
育

所
の
閉
所
決
定
に
つ
い
て
、撤
回
し
同
保

育
所
を
存
続
す
る
よ
う
陳
情
す
る
。

免
税
軽
油
制
度
の
継

続
を
国
に
要
望
す
る

　
免
税
軽
油
制
度
が
、
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
令
和
９
年
３
月
末
で
廃
止

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
免
税
軽
油
制
度

は
、
軽
油
引
取
税
（
１
リットル
当
た
り
32
円

10
銭
）
を
免
除
す
る
制
度
で
、
農
業
用

機
械
や
鉄
道
、
船
舶
、
製
造
業
、
倉
庫
、

港
湾
で
の
荷
役
用
途
車
両
な
ど
道
路
を

使
用
し
な
い
車
両
、
機
械
燃
料
用
の
軽

油
に
つ
い
て
免
税
が
認
め
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
令
和
８
年
４
月
か
ら
暫

定
税
率
は
廃
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
本

則
課
税
（
１
リットル
当
た
り
15
円
）
は
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
索
道
事
業
者
が
使
う
ス
キ
ー
場
の

コ
ー
ス
整
備
の
た
め
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備

車
、
人
工
降
雪
機
、
管
理
車
両
の
軽
油

に
つ
い
て
申
請
に
基
づ
き
、
免
税
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
援
助
制
度
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度

が
な
く
な
れ
ば
、
索
道
事
業
者
は
大
き

な
負
担
増
を
強
い
ら
れ
、
ス
キ
ー
場
の

経
営
維
持
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、

当
市
の
地
域
経
済
や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
に
も
計
り
知
れ
な
い
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
国
に
お

い
て
は
、
免
税
軽
油
制
度
が
継
続
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　                議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議決結果

鈴
木　
絵
美
（
八        

起         

会
）

畠
山　
峰
彦
（
八        

起         

会
）

田
村
と
み
子
（
八        

起         

会
）

山
口　
朋
文
（
改
革
推
進
ク
ラ
ブ
）

外
山　
一
則
（
八        

起         

会
）

田
村　
正
元
（
八        

起         

会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八        

起         

会
）

工
藤　
多
弘
（
松        

西         

会
）

勝
又　
安
正
（
八        

起         

会
）

北
口　
　
功
（
無        

会         

派
）

渡
辺　
義
光
（
市   

民  

ク  

ラ  

ブ
）

工
藤　
直
道
（
改
革
推
進
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松        

西          

会
）

髙
橋　
悦
郎
（
無        

会         

派
）

髙
橋　
光
幸
（
市  

民  

ク  

ラ   

ブ
）

工
藤　
隆
一
（
八          

起         

会
）

関　
　
治
人
（（
八        

起         

会
）
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